別紙【３】
「山梨県総合体育大会バレーボール競技の部　感染防止策」
＜日頃から，感染防止策に努めて下さい。＞
	各種ガイドライン（県小中体連，日本バレーボール協会など）を基に，中体連バレーボール専門部にて，体調管理および把握，３つの密（密閉，密集，密接）を避け，手洗いや手指消毒（多数が触れる場所，物の消毒），咳エチケットを心がけ，「安全な大会運営」を目指して今大会を実施いたします。通常の大会とは違う部分ですので，ここに挙げる「感染防止策」をご理解いただき，この大会を無事に終了できるよう，以下について確実にお願いいたします。なお，今大会は制限ありの「有観客」での大会といたします。


１　大会前～大会当日
（１）別紙【１】と【２】（両面印刷）を選手に配布し，保護者にも各家庭での健康チェックの依頼や，体調
のすぐれない場合は出場できないこと（同行もできない）を伝える。

※「安全な大会運営」を意識する。
＊参加同意書の提出があった選手（家庭）は，大会への申し込みができる。
（顧問，責任者は提出されたものを一旦家庭へ返却し、大会当日，必要事項にチェックを入れさせ、
　提出させる。各会場にて競技役員へ提出。）

（２）各校で使用している部員個人の健康チェックカード（学校名がわかるように）を用いて，健康状況を
確認する。（大会２週間前からの確認が必要。）
（３）大会１日目，２日目それぞれ県ＨＰにアップされている「入場者名簿」を準備し，
必ず当日の体温も記入する。
（顧問，責任者は各会場競技委員に提出する。〔専門部から各会場へ提出〕）
　（４）この別紙【３】を生徒に配布し，各家庭でも「感染防止策」を確認していただく。
　（５）大会までに，各チームで体温計や手指消毒液，マスクを保管する袋，使用後のティッシュやマスクを入れ
持ち帰る袋などを用意する。
　（６）大会当日，朝の集合時に健康チェックカードの回収と確認，および顧問による当日２回目（１回目は選手
自宅で）の検温を行う。また，参加同意書の回収と確認も行う。
　　　　＊発熱が見られる選手，体調に不安のある選手や健康チェックカード，および【１】と【２】（両面印
刷）の参加同意書の提出のない選手（保護者印がない選手）は，参加できない（同行もできない）ので，
事前に保護者にも確実に確認をしておく。
（７）大会申込時と，大会当日のエントリー選手が変更になる場合はエントリー変更届を準備する。
＊選手のエントリー変更は，大会初日のみ有効。
（８）バスでの移動は，マスクを着用し窓を開け，間隔を開けて着席する。大声は出さず移動する。
（濃厚接触の状態を作らない。）消毒剤を各校で持参し，バス乗車前，降車後は，手指消毒をする。
（座席の使用等はバス会社の指示に従う。）
　（９）バス及び保護者送迎の駐停車などは，会場注意事項に従う。各校顧問は，保護者へ連絡を徹底する。
（10）開会式，開始式は行わず，チームは試合（試合開始設定時間）に間に合うように集合する。　
＊朝の割り当てコート練習は行わない。各試合はコートの準備が整い，試合開始設定時間の１６分前から５分間のコート練習時間を取り，その後試合開始設定時間１１分前からプロトコール（公式練習）を行い，試合を開始する。
　＊前の試合が早く終わった場合も，設定時間は早めない。また，前の試合が長くなった場合は，コートの
確認ができ次第，５分間のコート練習時間を取り，その後プロトコール（公式練習）を行い，試合を開始する。
＊試合が連続する場合，前の試合が終了から，次の試合のプロトコールまで必ず２０分間（総体のみ）空ける。その間，ベンチ等の消毒やコートチェックのためコートを開ける。
（審判役員は，５分間のコート練習時間，プロトコール〔公式練習〕の時間を確認する。）

＊５分間のコート練習は，試合の妨げにならないように行う。

＊感染症などにより出場辞退チームが出た場合，事前に試合順の変更連絡ができる場合は，試合順を変更することもある。事前の変更連絡ができない場合は，組合せの試合設定時間（プロトコールの時間）で試合を行う。
※専門部員は，１日目は７：００～，２日目は７：５０～会場準備及び打合せを行う。
各顧問へ必要な連絡は各チームが会場に到着後，専門部員を通して行う。
　　　　※専門部員で，生徒と共にバスで移動する（会場準備や片付けが行えない）場合，事前に各会場競技委員に連絡する。（競技委員は，準備及び片付け可能な専門部員の確認をしておく。極力，専門部員や顧問で準備・片付けを行う。）
　
２　会場到着後
（１）会場外で当日３回目の検温をする。
＊発熱が見られる選手，体調がすぐれない選手がいる場合，各会場競技役員および救護役員に伝える。
場合によっては，（会場外や，別室にて様子を見て）保護者に連絡し迎えに来てもらう。
（２）以下の通り各会場受付時に提出する。併せて「エントリー変更届」（変更がある場合）も提出する。
各チームの第１試合　
①入場者名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・敗退チームは回収、勝利チームは返却

②保護者参加同意書【別紙①②の両面】・・・・・回収
③教　員：健康チェック表（学校関係者）・・・・回収
④生　徒：健康チェックカード・・・・・・・・・確認後すぐに返却

⑤保護者：観戦者体調記録表・・・・・・・・・・回収
勝利チームについては①入場者名簿を返却するので、次の試合で再度提出すること。　
その日の最後の試合時に回収する。

各チームの第２試合以降
①入場者名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・敗退チームは回収、勝利チームは返却

⑤保護者：観戦者体調記録表・・・・・・・・・・回収
勝利チームについては①入場者名簿を返却するので、次の試合で再度提出すること。
その日の最後の試合時に回収する。
　　　⑤観戦者体調記録表は毎試合提出する。

（３）各会場競技委員に，外での待機（試合までにはまだ時間がある）か，ギャラリーでの待機（間もなく
前の試合が終了する）か，フロアでの待機（前の試合が終了しコート等の準備が整う）かの確認を行い，
選手に伝える。
＊競技役員からの指示で，ボールカゴの用意や横断幕の貼り付け等，試合の準備を始める。
ただし会場によっては，横断幕やのぼり旗を貼りつけられない会場もある。
　　　　＊原則外での待機を基本とする。控え室がある場合は，使用しても良い。
３　試合・応援
（１）全試合トーナメント戦を行う。

＊大会１日目の３セット目は，１５点制とする。（２日目の３セット目は，２５点制。）
　（２）公式記録用紙には，各チームの申込書の番号のみ記入する。（時間短縮のため選手名は記入しない。）
＊エントリー変更届が提出された場合は，番号の修正をする。
　（３）主審および副審は，ホイッスルを使用し，ホイッスルの上にマスクを着用する。
（ホイッスルカバーを付ける場合も、マスクを着用する。）
（４）ベンチスタッフおよび，ベンチの選手（控え選手）はマスクを着用する。交代して出場する場合は，各自
のビニール袋等を準備し（名前などを書き），その中にマスクを保管する。
（他の選手のものと混ざらない，他の選手が触れない。）
　　　　※マスクを着用しての応援等では，こまめに水分補給を行い熱中症予防に努める。
　（５）各チームベンチに消毒剤を持参し，タイムアウトやセット間，テクニカルタイムアウト（別紙【５】）に手指消毒を行う。また，試合後には石鹸にて丁寧な手洗い及び手指消毒を行う。
　（６）選手は，水筒やタオル，アイスバッグなど各自で用意し，自分のものを使用する。
（飲み回し，共用はしない。）
（７）各会場の窓およびカーテンの開閉については，窓及びカーテンは開け，換気を行いながら試合を行う。
（荒天時などは別。）【各会場の使用上のガイドラインに沿う。】
（８）競技中，必要以上の大きな声を出すこと，合わせた掛け声や選手同士のハイタッチ，円陣を組んでの掛け
声，ネット際などで相手に向いた状態での発声などは控える。ベンチスタッフも，大声によるコーチング
は控える。また，リベロ交代時を含む，選手交代も手を合わさず行い，試合前後の相手選手との握手を行
わない。ベンチでの集合時もできるだけ密集・密接を避ける。
　※顧問は，審判（主審・副審）を務める。大会へ向けて練習試合等で積極的に審判を行い審判法の確認を
する。また，生徒役員（記録やラインジャッジ）の練習も行う。
（専門部員は，練習試合等の場面で審判法の指導を行う。）
※第１試合の生徒役員については，第２試合の２チームから４人ずつ出し合って行う。第２試合のチームは第１試合と同じ受付時間（８：２０）に間に合うように集合する。
＊第２試合以降は，前の試合で敗退したチームが生徒役員を務め，主審・副審についても前の試合の２チームで務める。（２日目は，原則試合のない２チームで生徒役員を務める。状況に応じて，専門部員が審判役員を務めることもある。）
　　　　※スムーズな試合運営を行うために，専門部員は２日間，競技運営（準備片づけ，審判等）に協力する。
４　試合終了後・試合間
（１）勝利した場合，速やかに体育館外へ移動し待機する。（密を避ける。）
（２）敗退した場合，次の試合の生徒役員以外は速やかに体育館外へ移動して待機する。試合終了後解散とする。
＊終わりの会は行わない。ただし，最終日の閉会式（表彰）は行う。
＊閉会式（表彰）への参加チームは，２日目に残ったチーム（男子４チーム，女子４チーム）とする。
（３）昼食をとる場合，体育館外として密を避けてとる。（シートを敷き集まっての食事等は禁止とする。）
（４）更衣室等での更衣の場合も，マスクを着用し会話等は控える。更衣後は石鹸での手洗いを行う。
※体育館外（駐車場等）で，待機する場合（昼食時も含めて）も，マスクを着用し密を避ける。
石鹸での手洗いを行う。
＊バスや，保護者の車がある場合は，その車中での待機も可とするが，十分な換気と，間隔をとる。
会場によっては，駐車スペースに制限がある場合もあるので会場の注意事項に従う。また，バスや保護者の車で待機できない会場もある。（各会場の注意事項を必ず確認すること。）
５　組合せ
（１）専門部の主管により，各支部専門委員長が抽選を行なう。
（２）原則１回戦での同一支部同士の対戦は避ける。
（３）1回戦での支部順位１位同士の対戦は避ける。
６　その他
（１）各会場の手洗い場に石鹸，会場入り口に消毒剤を用意し，手洗い・消毒を促すアナウンスをする。
（２）手洗い等を促すポスター（県事務局作成）も掲示する。
（３）鼻水，唾液等が付いたごみは，ビニール袋を各自が持参し，その袋に入れて密閉して縛り持ち帰る。
　（４）会場のトイレを使用する場合，ふたを閉めて汚物を流す。
　（５）各チームビデオ撮影および配信を希望する場合は、別紙【７－①②】を確認の上、チーム責任者（チーム関係者：顧問・保護者など）氏名にて申請する。※７—①裏面（プライバシーポリシー）について、チーム関係者（顧問・保護者全てで確認の上、申請する。〔全保護者にも配布、確認する。〕）
＊①許可申請書・誓約書の提出時には、②許可書にも必要事項を記入の上、提出願います。
（本来であれば事務局にて、申請されたものに対して協議し許可を出す段階で作成するものですが、
多くのチームとの対応の可能性があります。ご理解をお願いいたします。）

※どちらの場合も、自チームのみでの視聴とし、配信の場合は『限定公開』とする。
ＳＮＳ上等にアップは行わない。

（６）各チーム，写真撮影業者等が会場に入る場合，各会場競技委員に申し出る。（ビブスや腕章など等を持参し着用する。）また，撮影は試合の妨げにならない場所からフラッシュ無しで行う。
＊管理職によるベンチからの写真，ビデオ撮影（動画撮影）は禁止とする。管理職が写真撮影を希望する場合は，ギャラリーのみ可とする。
＊各校写真撮影業者等会場に入れる者は，１名のみとする。

＊ベンチ入りしない各チームの顧問が，写真撮影を行うことはできない。
　（７）会場に入る，各校顧問，管理職，大会関係者，写真業者，メディア関係者は，山梨県バレーボール専門部ホームページにアップされている，「健康チェックシート」を，受付時に提出する。
また，選手以外で会場に入る全ての方は，専門部で用意するネームプレートを着用する。
（帰る際に，受付にて返却する。）
　　　　＊各チームが提出する「入場者名簿（健康チェックリスト）」に記載のない者は、当日受付にて必要事項
　　　　　を記入する。

（８）保護者の駐車場マナー（駐車禁止スペースへの駐車など）や敷地内での喫煙・吸い殻のポイ捨禁止に協力を各校顧問よりお願いする。
※専門部員は，消毒剤を用いて，会場のドアや手すり，トイレ内，試合後のベンチ等の消毒をこまめに行う。また，会場内および駐車場にも目を向け，密を避けるように巡回，注意する。
　（９）映像配信の許可を得たチームは、会場の外などで，密になるような状況での配信映像の視聴は行わない。
　（10）２日間とも，一斉に昼食の時間は設けません。各チーム適宜摂るようにする。また，２日目においては，昼食を摂るために生徒役員をセット毎交代しても良い。（その場合顧問は，審判委員に相談すること）
資料　文部科学省　
学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル
～「学校の新しい生活様式」～
大会会場で最も重要な感染防止策は、
「3つの密を避けること」「マスクの着用」「石鹸による手洗い」です。
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手洗いの６つのタイミング
	外から教室（建物）に入るとき
[image: image5.emf]

	[image: image6.png]


咳やくしゃみ、鼻をかんだとき
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給食（食事）の前後
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共有のものを触ったとき




